
様式１ 

令和６年度 第１回学校運営協議会報告書 

学校名 鳥取県立米子白鳳高等学校 

開催日時 
令和６年７月４日 

１３時から１４時３０分 

会 場 鳥取県立米子白鳳高等学校 

（１）学校長挨拶 

（２）自己紹介       

（３）学校運営協議会規程について(教頭) 確認→承認【資料１～２】 

（４）学校運営協議会の会長及び副会長の選出について(教頭)立候補なし、学校から提案→承認 

(５）米子白鳳高等学校の現状について(教頭)【資料３～４】 

委員 地域と連携した体験活動が継続され、大きな柱となっている。教育活動に地域が貢献

できていると感じる。 

委員 学校内託児について、生徒の費用負担はあるか？→費用負担なし 様々な背景を持つ

生徒に対して安心して通学・勉強ができる環境はありがたい。 

委員 県外から来ている生徒はいるか？→県外中学校出身で、入学時に県内へ転居し通学し

ている生徒あり。県外に居住している生徒はいない。 

（６）令和５年度学校運営協議会委員からの提言について(教頭) 【資料 ５】 

（７）令和６年度年間評価計画について(教頭)【資料 ６】 

（８）令和６年度自己評価表について(教頭)【資料 ７】 

委員 地域との交流と協働について、銭太鼓の活動を通して、１年次には視線が合うことが

難しかった生徒が、３年次になると、課題解決や提案ができる生徒に成長している。 

委員 様々な背景を持つ生徒が入学しているが、個に応じた対応をしてもらっている。米子

白鳳高校の良さを広げ、伝えて欲しい。 

（９）令和６年度県立学校裁量予算について (教頭)【資料 ８】 

委員 限られた予算の中でやりくりして、生徒に様々なスキルを身につけられるような事業

を実施している。 

（10）令和６年度県立高等学校重点校制度に係わる事業について(教頭)【資料 ９】 

（11）学校運営への提言について(各委員)  

委員 生徒が作った花のプランターを小・中学校、淀江支所、淀江駅など淀江町内の各所に

設置している。生徒が育てた花としてアピールし、学校理解やイメージアップにつなげ

てはどうか。 

委員 和傘に関わる職員が高齢化しており、行政にも協力してもらいながら今のうちに人材

を確保したい。米子白鳳高校の生徒からも和傘に関わる仕事についてもいいといえる人

材がでてくれたらと思う。 

 



委員 ドローン資格など就職に有利な資格取得につながるものがあるとよい。→情報検定な

どはあるが、実業高校ではないので資格取得は難しいと回答。 

委員 ４月から通信制のスクーリングで簿記を教えている。全日制で一年間かけて教えるこ

とを 12回で理解させるのはとても難しい。教員の関わりや細かな指導、特別支援など多

岐にわたる配慮など全日制や定時制と異なる。生徒はやんちゃな生徒がおらず落ち着い

た感じで、小さくなりすぎているのではないかと心配している。また、通信制の教員は

平均年齢が上がっており、生徒からどう見えているのか、また若い教員と接することが

ないのでそのあたりを考慮して欲しい。 

委員 体験学習で上淀白鳳の丘展示館の利用、春には彼岸花の植栽にきて一生懸命作業をし

てもらっている。是非秋には自分が植えたものの結果を見て達成感を味わって欲しい。 

委員 さんこ節保存会の活動の際に、米子白鳳高校の生徒の成長ぶりを感じた。はじめはコ

ミュニケーションが苦手で暗い顔をしていた生徒が、学校の活動や郷土芸能により笑顔

がでるようになり、社会人となってから出会った際には笑顔で接客できるようになって

いて感動した。8/15淀江海岸花火大会への協力をお願いしたい。 

委員 開校当時から生徒の登校の様子を見ているが、穏やかな登校風景になって、いい学校

になってきていると感じる。養良高からのつながりがあるので困ったことがあれば地域

が協力してくれると思う。 

委員 こども園と白鳳高校の交流はとてもよい刺激となっておりこどもたちが楽しみにして

いる。花のプランターやサツマイモなどいろいろお世話になっている。保護者にも白鳳

高校の生徒との交流のことをアピールしたい。コミュニケーションに課題がある生徒が

人との関わりや積み重ねにより、成長して心を繋げられたらよいと思う。 

委員 近年定員割れの高校もあるなかで、白鳳高校の存在意義が非常に高いと感じている。

先日も伯耆古代の丘公園を授業で使ってもらった。地理的に近いところにあるのでなに

かコラボレーションやボランティア活動できるといいと思う。子ども未来ネットワーク

の活動ではボードゲームなどを通してこども園と高校生をつなぐ活動などのお手伝いが

できると思う。島根大学大学院生を白鳳サポーターとして受け入れる活動は今後も続け

て欲しい。 

（12）その他 

○令和７年度使用教科書選定について(定時制課程・通信制課程資料) 

→教科書選定について、特に反対等の意見はなし。 

○第２回学校運営協議会 令和６年１１月５日(火)午後に開催予定  

○第３回学校運営協議会 令和７年１月２５日(土)定時制学習発表会に合わせて開催予定 

○創立２０周年記念式典 令和６年１２月５日(木)午後開催 

 ※詳細な日程は後日送付する。 

 

定時制課程授業参観および学校案内（会議終了後） 


